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第 5 章では， 2 つのガンで生成したプラズマ流を一様ソレノイド磁界中に入射し，相互衝突させる
ことによってプラズマを熱化する方法について述べている。 2 つのプラズマ流は，衝突によって50%
の効率で飛行運動のエネルギーを熱エネルギーに転換し イオンの最大温度が 100 万度に達する事実
を示した。さらに衝突熱化の基本的な機構について考察し，それが粒子間の多種クーロン散乱による
ことを明らかにした。
第 6 章では， 2 つのプラズマ流の相互衝突によって生成したイオン温度の高いプラズマに強磁界を
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印加した時のプラズマの磁気圧縮加熱について述べている。この磁気圧縮によって，プラズマの密度












また，このプラズマに立ち上りの早い強磁界を印加することにより，密度約10 15個 / C.C.，イオン，








10~100万度，電子温度数万度のプラズマに 2 万 5 千ガウスの磁界を急激に印加することにより数千万
度のプラズマの生成を行うとともに，その加熱の過程を明らかにしたものでその成果は核融合研究に
寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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